
市政に対する一般質問

市政に対する
一 般 質 問

　今定例会では、14 人の議員が 12
月１日、２日、５日に一般質問を行い
ました。質問の中から、主なものを質
問者順に掲載します。

　一般質問とは、議案と関係なく市の行政
事務の状況や将来に対する方針などをただ
すもので、市側は、質問に対し基本的な考
え方や問題解決策について答弁します。

四 本 奈 緒 美 議 員  
◯  子育て支援について
◯  子宮頸がん予防ワクチン接種と帯状疱疹予防
ワクチン接種について

◯  田んぼダムによる防災・減災対策について

松 田 雅 代 議 員
◯  新型コロナウイルス感染症に係る学級閉鎖等
による学び・学力保障への影響について

◯  入間市との連携交流協定の今後の取り組みについて
◯ 職員の適正配置・組織の統廃合について

小 林 啓 子 議 員  
◯  性の多様性を尊重した社会づくりについて
◯  電子図書館（電子書籍貸出サービス）について伺う

坂 本 達 夫 議 員  
◯  本庁舎の建て替えについて
◯  駅西口駐輪場について
◯  浸水問題について
◯  近所の避難場所について
◯  惣新田幸手線バイパスの説明会について

小 林 英 雄 議 員
◯  幸手市民まつり・県営権現堂公園2号公園について

青 木 　 章 議 員  
◯  ふるさと納税について
◯  新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時
交付金について

枝 久 保 喜 八 郎 議 員
◯ 帯状疱疹予防ワクチン接種について
◯ 教育問題について
◯ 幸手中央地区産業団地の拡充について

本 田 謡 子 議 員
◯  防災について

大 平 泰 二 議 員
◯  新型コロナウイルス、インフルエンザ感染症対策
◯ 治水対策
◯ 駅西口土地区画整理
◯ タクシー券の交付

小 河 原 浩 和 議 員  
◯  幸手市における買い物弱者救済のため、スー
パーマーケット等との協定のもと、移動販売車 
導入を提案するが所見を伺う

◯ 吉田幼稚園跡地・備品の活用について伺う
◯ 子育て支援の充実について伺う

武 藤 壽 男 議 員
◯  総合教育会議と学校の適正配置について市長に伺う
◯ アライグマ、ハクビシン等の鳥獣被害等について
◯ 市と各種団体との意見交換等について

藤 沼 　 貢 議 員  
◯ 人口減少問題について

木 村 治 夫 議 員  
◯  安心安全対策について
◯  権現堂堤の観光シーズンの渋滞解消と新たな
公共交通の整備について

◯ 幸手駅西口土地区画整理事業について

海 老 沼 隆 夫 議 員  
◯  新型コロナウイルス感染状況とワクチンの接種
計画について

◯  危険な県道・市道について
◯  市民人口減少防止対策等について
◯  市民の足・循環バスの運行について
◯  予想される災害対策等について

吉田幼稚園の跡地について、緊急時に避難所として活用できるようにして欲しい。
また、惣新田地区の地域の現状を把握し、高齢化の状況や交通の便を考えてください。

　今年度の「議会報告会」については、コロナ禍の影響により中止といたしましたが、市民の皆
様から、市議会や市政に対して下記のとおり「ご意見・ご要望」が寄せられ、市議会から市に対
して回答を求めました。市からの回答をお知らせいたします。
　市議会として引き続き皆様の声が市政に反映されるよう努めてまいります。

吉田幼稚園の跡地活用につきましては、現在、プロジェクト・チーム会議において検討し
ており、市民の皆様からも意見を頂戴したいと考えています。
また、令和４年度、５年度の２箇年で市の将来的なまちづくりのため第６次幸手市総合振
興計画後期基本計画を策定しており、その過程において市民の皆様からも色々な意見をい
ただいています。吉田幼稚園が位置する地区は、市街化調整区域にあり活用方法が限定さ
れますが、それらの意見を計画策定の参考にし、よりよい街づくりにつなげてまいります。

（総合政策部・政策課）

「議会報告会」に対して寄せられた意見要望等について 

質問

答
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市政に対する一般質問

め
な
い
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
庁
舎
は
取

り
壊
し
、
そ
の
機
能
を
ウ
エ
ル
ス
幸

手
等
、
既
存
の
建
物
に
移
転
す
べ
き

と
考
え
る
が
、
市
長
の
所
見
を
求
め

る
。

　

市
役
所
本
庁
舎
の
整
備
方

針
と
し
て
は
、
建
て
替
え
の

方
向
で
進
め
て
お
り
、
市
民
や
議
員

の
皆
様
、
こ
れ
か
ら
入
庁
し
て
く
る

職
員
を
含
め
た
執
務
を
行
う
職
員
に

安
心
し
て
利
用
し
て
も
ら
え
る
庁

公
園
で
の
開
催
と
な
り
、
会
場
、
駐

車
場
、
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
、
ブ
ー
ス
等
、

様
々
な
問
題
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る

が
、
市
民
、
来
場
者
か
ら
の
指
摘
、

意
見
、
ま
た
、
そ
の
対
応
に
つ
い
て

考
え
を
伺
う
。

　

市
民
ま
つ
り
会
場
は
、
ス

ペ
ー
ス
を
広
く
と
れ
た
こ
と

に
よ
り
快
適
に
過
ご
せ
た
と
の
ご
意

見
が
あ
っ
た
。

　

駐
車
場
は
、
一
時
的
に
満
車
と
な

っ
た
が
、
待
ち
時
間
は
比
較
的
少
な

　

本
庁
舎
の
建
て
替
え
に
関

す
る
事
実
を
確
認
、
整
理
す
る
。

　

①
本
庁
舎
は
、
昭
和
42
年
８
月
に

建
設
さ
れ
、
55
年
が
経
過
し
、
耐
震

性
に
問
題
が
あ
る
。
②
新
庁
舎
の

建
設
費
は
22
億
円
か
ら
26
億
円
か

か
る
。
③
建
設
の
た
め
の
基
金
は
、

５
３
０
０
万
円
だ
け
で
あ
る
。
④
市

債
残
高
は
１
３
４
億
円
も
あ
る
。
⑤

高
齢
化
と
人
口
減
少
で
財
源
が
見
込

　

第
27
回
市
民
ま
つ
り
が
、

オ
ー
プ
ン
間
も
な
い
県
営
権

現
堂
公
園
２
号
公
園
で
、
オ
ー
プ
ン

式
典
と
併
せ
て
行
わ
れ
た
。
市
内
だ

け
で
な
く
、
市
外
か
ら
も
予
想
を
超

え
る
、
幅
広
い
年
代
の
来
場
者
が
あ

り
、
若
い
世
代
、
子
育
て
世
代
の
家

族
も
多
く
み
ら
れ
、
賑
や
か
で
盛
大

な
も
の
と
な
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

り
、
３
年
ぶ
り
で
、
初
め
て
郊
外
の

QQ

AA

本
庁
舎
の
建
て
替
え
に
つ
い
て

初
め
て
郊
外
の
公
園
で
行
わ
れ
た
市
民
ま
つ
り
は

舎
、
防
災
中
枢
拠
点
と
し
て
の
機
能

を
し
っ
か
り
備
え
た
庁
舎
を
、
で
き

る
限
り
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
建
設
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　

来
年
度
以
降
の
基
本
構
想
策
定
に

向
け
、
今
年
10
月
か
ら
副
市
長
と
全

部
長
級
職
員
で
構
成
し
た
庁
内
検
討

委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
基
本
構
想
策

定
の
た
め
の
準
備
を
進
め
て
い
る
。

 

（
市
長
）

か
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
。

　

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
は
、
乗
車
が
で
き

な
い
状
況
が
発
生
し
た
こ
と
か
ら
、

増
便
の
ご
要
望
を
い
た
だ
い
た
。

　

ブ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
方

に
利
用
し
て
い
た
だ
き
、
ど
の
ブ
ー

ス
も
盛
況
で
あ
っ
た
。

　

来
年
の
市
民
ま
つ
り
に
向
け
皆
様

か
ら
の
ご
意
見
を
調
査
・
研
究
し
、

開
催
場
所
等
を
含
め
検
討
す
る
。

 

（
建
設
経
済
部
長
） 

坂本達夫議員小林英雄議員
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市政に対する一般質問

は
発
症
と
後
遺
症
を
抑
え
る
効
果
が

あ
る
事
か
ら
、
現
在
任
意
接
種
で
50

歳
以
上
が
対
象
と
な
っ
て
い
る
帯
状

疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
助
成
を
行

い
、
市
民
の
健
康
を
守
る
べ
き
と
考

え
る
が
、
本
市
の
見
解
を
伺
う
。

　

子
宮
頸
が
ん
の
９
価
Ｈ
Ｐ

Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
周
知
方
法
に

つ
い
て
は
、
広
報
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
加
え
、
対
象
者
へ
個
別
通
知
を

考
え
て
い
る
。
ま
た
、
交
互
接
種
等

に
つ
い
て
も
誤
解
が
生
じ
な
い
よ
う
、

　

令
和
５
年
４
月
よ
り
子
宮

頸
が
ん
を
予
防
す
る
９
価
Ｈ

Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
が
新
た
に
定
期
接
種

と
な
る
予
定
で
あ
る
。
４
月
か
ら
の

実
施
と
対
象
者
へ
の
丁
寧
な
通
知
が

必
要
と
考
え
る
が
、
本
市
の
取
り
組

み
を
伺
う
。

　

加
齢
や
ス
ト
レ
ス
等
、
免
疫
力
の

低
下
に
よ
り
帯
状
疱
疹
を
発
症
す
る

人
が
増
え
て
い
る
。
ワ
ク
チ
ン
接
種

Q

A

周
知
徹
底
し
て
い
く
。

　

任
意
接
種
で
あ
る
帯
状
疱
疹
ワ
ク

チ
ン
の
助
成
に
つ
い
て
は
、
予
防
接

種
事
業
が
こ
れ
ま
で
定
期
接
種
の
ワ

ク
チ
ン
を
基
本
と
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
国
の
定
期
接
種
へ
の
動
向
を
注

視
す
る
と
と
も
に
、
他
自
治
体
の
実

施
状
況
等
に
つ
い
て
調
査
の
う
え
、

研
究
し
て
い
く
。

 

（
健
康
福
祉
部
長
）

制
服
の
導
入
に
つ
い
て
伺
う
。

　

性
の
多
様
性
に
関
し
て
市
民
に
理

解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
の
必
要
な

啓
発
に
つ
い
て
、
幸
手
市
と
し
て
の

考
え
を
伺
う
。

　

近
隣
の
先
進
事
例
等
の
情

報
収
集
等
を
行
い
、
幸
手
市

の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
化
に
向

け
て
、
調
査
研
究
を
行
い
、
す
み
や

か
な
制
度
化
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　

市
内
中
学
校
に
お
い
て
、
全
て
の

生
徒
が
安
心
し
て
通
え
る
環
境
づ
く

　

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度

に
つ
い
て
は
、
昨
年
ま
で
に

全
国
１
０
２
以
上
の
自
治
体
で
導
入

さ
れ
、
埼
玉
県
で
は
今
年
７
月
よ
り

﹁
埼
玉
県
性
の
多
様
性
を
尊
重
し
た

社
会
づ
く
り
条
例
﹂
が
施
行
さ
れ

た
。
幸
手
市
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

制
度
の
導
入
に
向
け
て
の
考
え
を
伺

う
。

　

市
内
中
学
校
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
レ
ス

Q

A

性
の
多
様
性
を
尊
重
し
た
社
会
づ
く
り
は

り
の
１
つ
と
し
て
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
レ

ス
制
服
の
導
入
に
向
け
、
準
備
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

性
の
多
様
性
の
さ
ら
な
る
理
解
促

進
を
図
る
た
め
の
周
知
や
啓
発
を
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
S
N
S
な
ど
あ

ら
ゆ
る
ツ
ー
ル
を
活
用
し
て
公
報
し

て
い
き
た
い
。

 

（
教
育
長
・
総
務
部
長
）

四本奈緒美議員小林啓子議員

子
宮
頸
が
ん
と
帯
状
疱
疹
予
防
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
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市政に対する一般質問

た
、
こ
れ
か
ら
の
防
災
を
考
え
て
の

幸
手
市
の
対
応
を
市
長
に
伺
う
。

　

カ
ス
リ
ー
ン
台
風
の
氾

濫
時
の
水
位
表
示
は
、
国
土

交
通
省
利
根
川
上
流
河
川
事
務
所
が

令
和
元
年
度
ま
で
実
施
し
て
い
ま
し

た
。
そ
の
撤
去
が
最
近
行
わ
れ
た
と

認
識
し
て
い
ま
す
。
現
在
市
で
は
洪

水
に
対
す
る
備
え
の
た
め
に
、
ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
の
浸
水
深
の
表
示
を
検

討
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
市
の
対
応
と
し
て
は
、
マ

　

本
年
９
月
上
旬
に
、
突

然
、
電
柱
表
示
さ
れ
た
カ

ス
リ
ー
ン
台
風
に
よ
る
利
根
川
の
氾

濫
時
の
水
位
表
示
等
が
、
姿
を
消
し

ま
し
た
。
こ
の
電
柱
表
示
は
、
利
根

川
の
氾
濫
を
身
近
に
周
知
す
る
と
共

に
、
防
災
の
観
点
か
ら
も
有
意
義
な

も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
市

は
こ
の
電
柱
表
示
が
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
こ
と
を
ご
存
知
か
伺
う
。
ま

Q

A

突
然
、
姿
を
消
し
た
カ
ス
リ
�
ン
台
風
の
電
柱
表
示

イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
作
成
や
家
庭
で

の
備
蓄
に
つ
い
て
広
報
し
た
り
、
自

主
防
災
団
体
の
組
織
化
を
進
め
、
支

援
し
て
い
く
こ
と
で
、﹁
自
助
﹂や﹁
共

助
﹂
に
対
す
る
理
解
を
広
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

（
市
長
・
市
民
生
活
部
長
）

　

今
後
も
、
人
口
減
少
問
題

の
克
服
に
向
け
て
、﹁
幸
手

市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
市
民

会
議
﹂
等
を
継
続
す
る
ほ
か
、
様
々

な
機
会
に
、
市
民
の
皆
様
か
ら
ご
意

見
を
拝
聴
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い

り
た
い
。

　

ま
た
、
民
間
活
力
の
導
入
に
つ
い

て
、
出
店
意
向
を
把
握
す
る
た
め
に

業
種
を
拡
大
し
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
た
。
仮
換
地
後
の
土
地
は
所
有
者

に
処
分
権
限
が
移
動
す
る
た
め
、
土

地
活
用
の
相
談
に
対
し
て
サ
ポ
ー
ト

　

先
の
一
般
質
問
で
指
摘
し

た
、
幸
手
市
の
人
口
減
少
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
そ
の
後
ど
う
協

議
さ
れ
て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。

　

ま
た
、
新
駅
の
建
設
に
伴
い
西
口

区
画
整
理
が
進
行
し
て
い
る
中
、
西

口
駅
前
の
整
備
は
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ま
れ
て
い
る
の
か
。
民
間
活
力
の

導
入
に
つ
い
て
市
か
ら
要
請
す
る
考

え
は
あ
る
か
伺
う
。　

Q

A

人
口
問
題
を
議
論
す
る
た
め
の
方
向
性
に
つ
い
て

し
て
い
く
と
と
も
に
、
事
業
者
に
対

し
、
情
報
提
供
・
意
向
確
認
を
行
い

企
業
の
進
出
を
促
し
て
い
き
た
い
。

（
総
合
政
策
部
長
・
建
設
経
済
部
長
）

　

本田謡子議員藤沼　貢議員
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市政に対する一般質問

す
。
こ
の
市
民
税
の
減
収
額
は
、
約

６
２
４
０
万
円
で
す
。
新
た
に
魅
力

あ
る
返
礼
品
を
発
掘
す
る
こ
と
。
ま

た
、
寄
附
金
の
使
途
を
明
確
に
し
て
、

募
集
す
る
な
ど
大
い
に
工
夫
が
必
要

と
思
う
が
、
具
体
策
を
伺
い
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

は
、
令
和
元
年
度
に
ふ
る
さ

と
納
税
サ
イ
ト
を
導
入
し
、
毎
年
、

返
礼
品
や
協
力
事
業
者
を
増
や
し
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
幸
手
市
の
受

　

ふ
る
さ
と
納
税
は
、
自
分

の
故
郷
や
応
援
し
た
い
自
治

体
な
ど
、
好
き
な
自
治
体
を
選
ん
で

寄
附
が
出
来
る
制
度
で
す
。
自
治
体

の
取
り
組
み
、
ま
ち
づ
く
り
な
ど
寄

附
金
の
使
い
道
を
指
定
で
き
ま
す
。

令
和
３
年
度
、
純
粋
な
幸
手
市
の
受

入
れ
額
は
、
１
０
１
０
万
円
で
す
。

　

一
方
、
幸
手
市
民
の
他
市
へ
の
流

出
額
は
約
１
億
３
３
４
９
万
円
で

Q

A

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

入
額
を
他
自
治
体
へ
の
流
出
額
が
上

回
っ
て
い
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
ま

す
。

　

今
後
も
、
魅
力
あ
る
返
礼
品
の
発

掘
や
商
工
会
と
の
連
携
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

活
用
し
た
事
業
者
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

な
ど
、
返
礼
品
協
力
事
業
者
の
拡
大

を
精
力
的
に
行
い
ま
す
。
ま
た
、
企

業
版
ふ
る
さ
と
納
税
な
ど
、
寄
附
額

拡
大
へ
の
新
た
な
取
り
組
み
を
積
極

的
に
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
総
合
政
策
部
長
）

学
び
・
学
力
保
障
、
家
庭
も
含
め
た

様
々
な
負
担
や
影
響
が
気
に
な
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
特
に
低
学
年
や
進
学
・

受
験
を
控
え
た
小
６
・
中
３
生
の
学
習

理
解
の
定
着
、
宿
題
の
見
届
け
は
重

要
で
あ
る
。
対
応
を
伺
う
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
臨
時
休

業
等
に
よ
り
、
児
童
生
徒
・

保
護
者
・
教
職
員
等
に
様
々
な
影
響

が
出
て
く
る
。
そ
の
影
響
を
極
力
減

ら
す
た
め
に
、
各
学
校
で
は
、
オ
ン

ラ
イ
ン
で
の
学
習
や
宿
題
・
課
題
等

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
未
だ
終
息
を
見
な
い

中
、
学
級
閉
鎖
や
学
年
閉
鎖
と
な
る

学
校
が
全
国
的
に
広
が
っ
て
い
る
。
幸

手
市
で
は
２
学
期
に
入
っ
て
複
数
の
学

校
で
学
級
閉
鎖
が
相
次
ぎ
、
直
近
で

は
臨
時
休
業
と
な
る
学
校
も
報
告
さ

れ
て
い
る
。

　

学
校
現
場
の
事
務
量
の
増
加
、
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
の
履
行
、
子
ど
も
た
ち
の

Q

A

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
臨
時
休
業
等
に
万
全
の
対
応
を

を
適
切
に
提
示
し
て
、
学
び
の
保
障

に
努
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
不
足
し
た
授
業
時
数
に
つ

き
ま
し
て
は
、
余
剰
時
間
の
活
用
や

時
間
割
の
工
夫
等
の
弾
力
的
な
教
育

課
程
の
編
成
に
よ
り
、
年
度
内
で
時

数
を
充
足
さ
せ
、
確
実
な
学
び
・
学

力
保
障
に
繋
げ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

 

（
教
育
長
）

青木　章議員松田雅代議員
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市政に対する一般質問

治
水
対
策
と
無
許
可
橋

小河原浩和議員

　

９
月
議
会
で
質
問
が
あ
っ

た
牛
村
病
院
前
、
大
中
落
の

川
幅
狭
窄
部
に
水
位
標
を
設
置
し

た
。
今
後
、
増
水
時
に
は
上
流
と
下

流
の
水
位
差
の
確
認
を
行
う
。

　

ま
た
、
準
用
河
川
中
落
の
県
道
幸

手
久
喜
線
下
流
に
架
か
る
人
道
橋
が

所
有
者
不
明
な
橋
で
あ
る
が
、
川
幅

狭
窄
部
で
は
な
い
た
め
、
治
水
上
の

問
題
は
な
い
。

 

（
建
設
経
済
部
長
）

　

大
中
落
し
牛
村
病
院
前
架

け
橋
に
よ
る
川
幅
狭
窄
で
、

上
流
下
流
の
水
位
差
発
生
の
確
認
方

法
に
つ
い
て
、
９
月
議
会
以
降
の
進

捗
状
況
の
報
告
を
求
め
る
。

　

ま
た
、
市
内
河
川
の
無
許
可
橋
の

現
状
と
対
策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

Q

Aを
導
入
し
て
い
る
が
、
幸
手
市
に
も

導
入
を
提
案
す
る
。

　

移
動
販
売
車
に
つ
い
て

は
、
流
通
事
業
者
等
が
高
齢

化
社
会
を
見
据
え
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ

ス
と
し
て
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
を
拡
大

し
て
い
る
。
流
通
事
業
者
等
に
よ
っ

て
運
営
の
仕
方
が
異
な
る
た
め
、
行

政
が
何
処
ま
で
関
わ
れ
る
か
十
分
な

調
査
研
究
が
必
要
で
あ
る
。
現
在
、

先
行
す
る
自
治
体
か
ら
課
題
や
問
題

点
を
収
集
す
る
と
共
に
、
流
通
事
業

　

高
齢
化
の
進
行
と
と
も

に
小
売
店
舗
の
超
大
型
化
・

郊
外
化
に
よ
り
近
所
の
小
売
店
が
減

少
し
、
日
常
の
買
い
物
に
不
便
を
感

じ
て
い
る
方
が
大
き
な
社
会
問
題
と

な
っ
て
い
る
。

　

近
隣
自
治
体
で
は
、
問
題
解
決
の

手
段
と
し
て
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
等

と
協
定
を
結
び
、
市
が
一
定
の
助
成

や
補
助
を
出
し
な
が
ら
移
動
販
売
車

Q

A

市
内
の
買
い
物
弱
者
救
済
の
た
め
、
移
動
販
売
車
導
入
を
提
案

者
等
か
ら
具
体
的
な
諸
条
件
等
を

伺
っ
て
い
る
。
ま
ず
は
、
買
い
物
弱

者
及
び
市
民
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努

め
、
引
き
続
き
流
通
事
業
者
等
に
本

市
に
お
け
る
事
業
展
開
を
お
願
い
し

て
い
く
。

 

（
健
康
福
祉
部
長
）

大平泰二議員
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市政に対する一般質問

　

① 

県
企
業
局
と
の
折
衝
現
況
及
び

感
触
に
つ
い
て

　

② 

具
体
的
な
要
望
内
容
は
提
示
し

て
い
る
の
か
に
つ
い
て

　

③
問
題
点
に
つ
い
て

　

④
認
可
の
目
途
に
つ
い
て

　

幸
手
中
央
地
区
産
業
団
地

の
東
側
地
区
は
工
業
系
の
土

地
利
用
構
想
と
な
っ
て
お
り
、
新
た

な
産
業
団
地
整
備
は
、
基
盤
整
備
や

雇
用
創
出
、
市
の
財
源
確
保
に
と
っ

て
極
め
て
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

幸
手
市
の
財
政
は
県
内
で

も
か
な
り
厳
し
い
位
置
づ
け

に
置
か
れ
る
現
状
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
状
況
を
打
破
す
る
対
策
の
一

つ
と
し
て
、
現
在
ニ
ト
リ
が
工
事
を

開
始
し
た
後
、
更
な
る
活
性
化
を
図

る
た
め
の
中
央
地
区
産
業
団
地
の
拡

充
は
欠
か
せ
な
い
も
の
と
考
え
ま

す
。
そ
こ
で
、
次
の
項
目
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

Q

A

中
央
地
区
産
業
団
地
の
拡
充
に
つ
い
て

　

現
在
、
産
業
団
地
に
か
か
る
県
と

の
具
体
的
協
議
を
始
め
る
た
め
、
課

題
で
あ
る
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画

の
見
直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

計
画
の
骨
格
が
整
え
ば
、
県
企
業

局
と
の
具
体
的
な
協
議
を
開
始
で
き

る
状
況
と
な
る
こ
と
か
ら
、
県
企
業

局
と
事
業
の
可
能
性
を
協
議
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

 

（
市
長
・
副
市
長
）

駅
﹂
の
設
置
請
願
が
請
願
者
６
名
に

よ
り
議
会
に
提
出
、
し
か
し
コ
ロ
ナ

感
染
症
拡
大
に
よ
り
取
り
下
げ
の
経

緯
が
あ
り
ま
し
た
が
、
市
長
公
約

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
お
い
て
も
﹁
四
季

駅
の
検
討
﹂
が
示
め
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
そ
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
市
長

に
伺
い
ま
す
。

　

桜
ま
つ
り
時
の
渋
滞
対
策

に
つ
い
て
は
、
会
場
付
近
の

県
営
公
園
や
企
業
の
駐
車
場
を
借
用

し
、
よ
り
多
く
の
駐
車
台
数
を
確
保

　

来
年
の
第
90
回
幸
手
桜
ま

つ
り
は
、令
和
５
年
３
月
25
日

︵

土
）～
４
月
９
日︵

日︶

ま
で
開
催
が

決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
の
最
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
ま
つ

り
時
期
の
渋
滞
対
策
、
ま
た
、
渋
滞

解
消
対
策
と
し
て
の
具
体
的
対
応
等

伺
い
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
２
年
第
１
回
定
例
会

中
に
﹁
仮
称
県
営
幸
手
権
現
堂
公
園

Q

A

桜
堤
の
観
光
渋
滞
解
消
と
新
た
な
公
共
交
通
整
備
は

し
ま
す
。
ま
た
、
駐
車
場
ま
で
の
誘

導
看
板
を
適
所
に
設
置
す
る
こ
と
で

ス
ム
ー
ズ
に
誘
導
で
き
る
よ
う
に
し

ま
す
。
臨
時
バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て

も
検
討
し
つ
つ
渋
滞
緩
和
対
策
に
努

め
ま
す
。

　
﹁
四
季
駅
﹂
に
つ
い
て
鉄
道
会
社
と

意
見
交
換
し
た
実
績
は
令
和
２
年
２

月
の
１
回
の
み
で
す
が
、
市
長
公
約

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
設
置
の

可
能
性
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

（
総
合
政
策
部
長
・
建
設
経
済
部
長
）

木村治夫議員枝久保喜八郎議員
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市政に対する一般質問

武藤壽男議員

が
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
東
武
動
物
公

園
駅
や
杉
戸
高
野
台
駅
へ
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
設
置
だ
け
で
は
不
足
と
考

え
ら
れ
ま
す
が
、
そ
の
後
に
新
た
な

広
報
対
策
は
出
来
た
の
か
伺
い
ま
す
。

　
﹁
幸
手
市
し
あ
わ
せ
家
族

ウ
ェ
ル
カ
ム
補
助
事
業
﹂
の

補
助
要
件
が
、
令
和
４
年
４
月
１
日

以
後
に
契
約
し
登
記
し
た
も
の
と

な
っ
て
お
り
、
住
宅
が
登
記
さ
れ
る

ま
で
に
時
間
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、

令
和
４
年
９
月
の
時
点
で
は
、
申
請

す
学
校
も
あ
り
ま
す
。

　

次
代
を
担
う
人
材
育
成
の
た
め
に

も
早
急
に
市
の
街
づ
く
り
の
方
針
を

明
ら
か
に
し
た
中
で
、
学
区
の
再
編

成
を
含
め
て
適
正
規
模
の
適
正
配
置

が
必
要
で
す
。
市
長
に
伺
い
ま
す
。

　

学
校
の
適
正
配
置
に
つ

い
て
は
、
幸
手
市
公
共
施

設
個
別
施
設
計
画
に
お
示
し
し
た
考

え
方
を
基
本
に
、
教
育
的
視
点
に
加

え
、
学
校
が
有
す
る
多
様
な
機
能
に

も
留
意
し
、
総
合
的
に
検
討
し
て
ま

　

他
市
町
村
か
ら
幸
手
市
に

転
入
し
て
来
た
場
合
に
は
、

例
え
ば
40
歳
未
満
の
夫
婦
世
帯
に
は

転
入
費
用
の
５
％
、
30
万
円
以
下
の

支
援
を
行
う
と
の
答
弁
を
先
の
議
会

に
て
頂
き
ま
し
た
が
、
申
請
が
有
っ

た
の
は
、
前
回
の
答
弁
時
で
は
２
件

の
み
と
の
こ
と
で
し
た
。
答
弁
に
も
有

り
ま
し
た
が
、
幸
手
市
か
ら
転
入
者

へ
の
大
き
な
支
援
活
動
の
広
報
活
動

　

市
長
を
主
宰
と
す
る
市
長

と
教
育
委
員
会
の
総
合
教
育

会
議
が
あ
り
種
々
議
論
さ
れ
て
い
ま

す
。
本
市
は
少
子
化
の
影
響
で
児
童

生
徒
数
が
、
昭
和
59
年
度
９
６
７
６

人
を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
、
現
在
３
２

７
１
人
、
６
年
後
に
は
更
に
２
５
９
７

人
に
減
少
す
る
と
推
計
さ
れ
ま
す
。

現
在
で
す
ら
少
人
数
の
た
め
、
複
式

学
級
や
学
校
行
事
等
に
支
障
を
き
た

QQ

AA

市
民
減
少
防
止
し
、
新
た
な
市
民
受
け
入
れ
策
を
！

総
合
教
育
会
議
と
学
校
の
適
正
配
置

数
が
少
な
か
っ
た
も
の
と
推
察
す
る

と
こ
ろ
で
す
。
事
業
の
広
報
に
つ
い

て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
外
、
公

共
施
設
や
駅
へ
の
チ
ラ
シ
の
配
架
を

引
き
続
き
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
令

和
４
年
11
月
現
在
の
申
請
件
数
は
、

11
件
と
な
り
、
ま
も
な
く
予
算
上
限

に
達
す
る
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 

（
総
合
政
策
部
長
）

い
り
ま
す
。そ
の
過
程
に
お
い
て
は
、

教
育
委
員
会
と
の
緊
密
な
連
携
が
必

要
で
あ
り
、
総
合
教
育
会
議
で
検
討

す
る
こ
と
も
一
つ
の
方
法
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

将
来
の
ま
ち
づ
く
り
を
含
め
て
市

民
の
皆
様
の
十
分
な
理
解
と
協
力
を

得
ら
れ
る
よ
う
努
め
、
最
善
の
選
択

に
繋
げ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

 

（
市
長
）

海老沼隆夫議員
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